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研 究 課 題     ： いわゆる「請来様」の愛染明王図像についての研究                                      

                                             

                                             

  （英文） A study of Aizen-Myō ō  iconography brought from Tang                                       

                                             

研 究 概 要      ： 

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400 字で記入してください） 

 本研究は請来様として伝来する愛染明王図像について、それらが依拠する経軌を調査するもので

あって、最終的にそれらの相承を詳らかにすることを期待するものである。 

研究対象は、武藤金太氏旧蔵『三面愛染明王曼荼羅』と醍醐寺蔵『愛染明王集』であって、醍醐

寺本については原本調査を期待しているが、武藤氏本は所在が知られていないことより、大正新

脩大蔵経に所載のものを用いる。また、請来された什宝のうち、愛染明王に関連するものの凡そ

を把握するため、宗叡『新書写請来法門等目録』、安然『諸阿闍梨真言密教部類総録』、親尊『録

外経等目録』の三つの目録を用いる。依拠する経軌についての議論は、大日本続蔵経に所載の『秘

密要術法』を中心に行う。また、『覚禅鈔』等の裏書を用い、図像の相承を詳らかにする。 

本研究においては、図様が我が国の先徳の意楽に基づくかによってこれらの理非を峻別せず、客

観的に研究をすることで価値を再考する。                                            

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

研 究 成 果      ： 

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400 字で記入してください） 

 醍醐寺蔵『愛染明王集』については、寺院側によって刻下調査中であることによって、原本調査

に及ばなかったものの識語、画註についての凡そを理解することができた。また、武藤金太氏旧

蔵『三面愛染明王曼荼羅』については予てよりその依拠する経軌として知られていた『秘密要術

法』によって図様の凡そを比定することができたものの、中尊の持物については相違が見られる

ことが分かった。円珍の請来とするこの図様の相承については『覚禅鈔』においてその記述が見

出すことができ、白河院の有馬への御幸に際して藤原為隆によって献上された図像であったこと

が分かった。しかし、図像の制作に携わったとされる覚猷はこの図様の由緒を知らず、恵什によ

ると請来様ではなく、定深の意楽であるとしたほか、観雲は偽物と定めたとしている。以上のよ

うに、意楽乃至日本撰述偽経に依拠する図様について、その相承の凡そを知ることができ、現存

することの価値を見出した。                                    
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